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■ 工事説明会での主な意見 
 
Ｑ．硬い岩盤等を掘削する際に、騒音や振動は発生しないのか。 

Ａ．地質調査の結果、岩盤等の硬い箇所は確認されていない。 
 

Ｑ．防音ハウスから出る粉塵への対応はどのようにするのか。 

Ａ．防音ハウス内ではベルトコンベアで掘削土を運搬するが、ベルトコンベ

アの清掃をこまめに行う。 
 

Ｑ．土砂搬出用のダンプトラックの影響で、中洲通りの交通渋滞の悪化が懸

念される。 

Ａ．交通状況を見ながら南北のゲートから工事車両を出し、できる限り影響

を与えないよう努める。 
 

Ｑ．土砂搬出用のダンプトラックは城西通りを通るのか。通る場合、その台

数は。 

Ａ．城西通りは建設汚泥処分場への運搬ルートの１つとしている。処分場へ

の運搬ルートは複数あるが、処分場へのダンプトラックの台数は合計で

約 120台/日を想定している。 
 

Ｑ．中洲通りの渋滞状況を定期的に調査してほしい。 

Ａ．検討する。 

鹿児島東西道路において、以下のとおり工事説明会を開催しましたので、 

その結果について、お知らせします。 

■ 開催概要 

  １．日 時：令和５年１０月１５日（日）１８：００～１９：５５ 

  ２．場 所：中洲小学校 

  ３．議 事：（１）鹿児島東西道路の概要 

（２）シールドトンネル工事 

（３）東雲川調整池 地盤改良工事 

（４）田上到達部 坑門工 

（５）田上ランプ切替 

（６）今後のトンネル工事 

（７）中洲通り舗装修繕 



 
                             令和 5 年 10 月 15 日 
                             鹿 児 島 国 道 事 務 所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ．周辺に小学校があり児童の登下校がある。防音ハウスに出入りする工事

車両が多いが、交通誘導員は配置するのか。 

Ａ．交通誘導員を配置し、安全第一にかつ第三者優先の誘導を行う。 
 

Ｑ．地下水はどう変わっているのか。 

Ａ．工事着手前より周辺の地下水位と水質の調査を行っており、水位の変化

は確認されていない。 
 

Ｑ．掘進開始日を知り得る方法を教えてほしい。 

Ａ．掘進開始日が決まり次第、事務所のＨＰやＳＮＳで周知する。 
 

Ｑ．掘進開始日は何日前に分かるのか。 

Ａ．１週間程度前である。変更が生じた場合は改めて周知する。 
 

Ｑ．曙陸橋付近の掘削時期を教えてほしい。 

Ａ．現時点では、曙陸橋は令和６年６月頃に通過する予定としている。 
 

Ｑ．防音ハウスの解体時期はいつか。 

Ａ．現時点ではシールドマシン解体後に防音ハウスを解体する予定である。 
 

Ｑ．地中拡幅工事での資機材、重機等の搬入出はどこから行うのか。 

Ａ．現時点では、田上側、中洲通り側の両側から搬入出を行い、工期短縮を

図る予定である。 
 

Ｑ．工事による振動で建物に被害が発生することを心配している。 

Ａ．個別に相談させていただく。 
 

Ｑ．工事で設置している監視カメラで住民を映さないでほしい。 

Ａ．カメラは現場内を映しており、住民を見るためのものではない。 
 

Ｑ．シールドマシン位置や水準測量のモニタリング結果、騒音、振動、粉

塵、低周波音、中洲通りの渋滞状況、地下水の情報を公開してほしい。 

Ａ．検討する。 
 

Ｏ．リアルタイムで様々な情報発信ができる時代に、情報公開するという姿

勢があれば、地域の住民が安心すると思う。 
 

※上記の意見については、工事現場の安全対策に十分配慮すると共に、関係 

機関との協議が必要な内容については、協議を進め対策を検討します。 

＜鹿児島東西道路に関する問い合わせ先 ＞ 

鹿児島国道事務所 工務課長  佐 藤  TEL 099-216-3853 


